
循環注水冷却スケジュール（1/1）

東京電力ホールディングス株式会社
循環注水冷却

2022/6/30/現在

15 22 29 5 12 19 26 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

検
討
・
設
計
・
現
場
作
業

原
子
炉
格
納
容
器
関
連

PCVガス管理

（実　績）
　・【1号】PCVガス管理システム 水素モニタ点検
　　　・水素モニタ停止　　B系：2022/5/18
　　　・水素モニタ停止　　A系：2022/6/2１

　・【1号】PCVガス管理システム ダストサンプリング
        ・希ガスモニタ，水素モニタ停止　A系：2022/5/20
        ・希ガスモニタ，水素モニタ停止　A系：2022/6/17

　・【1号】PCVガス管理システム ダストポンプ二重化工事
　　　・希ガスモニタ，水素モニタ停止　A系：2022/6/20，24

　・【3号】PCVガス管理システム 希ガスモニタ点検
　　　・希ガスモニタ停止　　B系：2022/5/25
　　　・希ガスモニタ停止　　A系：2022/5/26

（予　定）
　・【1号】PCVガス管理システム 水素モニタ点検
　　　・水素モニタ停止　　B系：2022/7/25～29
　　　・水素モニタ停止　　A系：2022/8/1～5

　・【1号】PCVガス管理システム ダストポンプ二重化工事
　　　・希ガスモニタ，水素モニタ停止　Ｂ系：2022/6/29，7/1

　・【1号】PCVガス管理システム ダストサンプリング
　　　・希ガスモニタ，水素モニタ停止　A系：2022/7/14

　・【1号】PCVガス管理システム ダストモニタ点検
　　　・希ガスモニタ，水素モニタ停止　　A系：2022/9/上旬
　　　・希ガスモニタ，水素モニタ停止　　B系：2022/9/上旬

　・【2号】PCVガス管理システム 希ガスモニタ点検
　　　・希ガスモニタ停止　　A系：2022/7/4,5
　　　・希ガスモニタ停止　　B系：2022/7/7,8

　・【2号】PCVガス管理システム ダストモニタ点検
　　　・希ガスモニタ停止　　A系：2022/7/12,13
　　　・希ガスモニタ停止　　B系：2022/7/21,22

現
場
作
業

使
用
済
燃
料
プ
ー

ル
関
連

使用済燃料プール
循環冷却

（実　績）
　・【共通】循環冷却中（継続）

（予　定）
  ・【１号】ＳＦＰ一次系流量調整弁点検に伴う全停止
　　　・ＳＦＰ一次系停止：2022/7/11～2022/7/19

  ・【３号】ＳＦＰ一次系ポンプ入口圧力低下事象調査・修理
　　　・SFP一次系停止：2021/12/13　～2022/7/15

 

　

現
場
作
業

使用済燃料プール
への注水冷却

（実　績）
　・【共通】使用済燃料プールへの非常時注水手段として
　　　　　　コンクリートポンプ車等の現場配備（継続）

現
場
作
業

海水腐食及び
塩分除去対策
（使用済燃料プール
　薬注＆塩分除去）

（実　績）
　・【共通】プール水質管理中（継続）

海水腐食及び
塩分除去対策

（実　績）
　・CST窒素注入による注水溶存酸素低減（継続）
　・ヒドラジン注入中（2013/8/29～）

現
場
作
業

原
子
炉
格
納
容
器
関
連

窒素充填

　
（実　績）
　・【１号】サプレッションチャンバへの窒素封入
　　- 連続窒素封入へ移行（2013/9/9～）（継続）

（予　定）

検
討
・
設
計
・
現
場
作
業

１２月以降 備　考
上 中 下

循
環
注
水
冷
却

原
子
炉
関
連

循環注水冷却

（実　績）
　・【共通】循環注水冷却中（継続）

　・【３号】原子炉注水停止試験の実施について
　　　・３号機　注水停止期間　2022/6/14～2022/6/19

（予　定）
　

現
場
作
業

6月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月
分

野

名

括

　

り
作業内容 これまで１ヶ月の動きと今後６ヶ月の予定 2022年5月

【１，２，３号】原子炉圧力容器 原子炉格納容器 窒素封入中

【１，２，３号】継続運転中

【１，２号】蒸発量に応じて、内部注水を実施

【１号】コンクリートポンプ車等の現場配備

【１，２，３，４号】ヒドラジン等注入による防食

【１，２，３，４号】プール水質管理

CST窒素注入による注水溶存酸素低減

【１号】サプレッションチャンバへの窒素封入

【１，２，３号】循環注水冷却（滞留水の再利用）

原子炉・格納容器内の崩壊熱評価、温度、水素濃度に応じて、また、
作業等に必要な条件に合わせて、原子炉注水流量の調整を実施

ヒドラジン注入中

【１，２号】循環冷却中

【1号】水素モニタB停止

【3号】希ガスモニタA停止

【3号】希ガスモニタB停止

【３号】注水停止期間

略語の意味
CS：炉心スプレイ
CST：復水貯蔵タンク
PCV：原子炉格納容器
SFP：使用済燃料プール

【1号】希ガス・水素モニタA停止

【1号】水素モニタA停止

【１号】希ガス・水素モニタA停止

【１号】希ガス・水素モニタB停

【1号】希ガス・水素モニタA停止

【３号】ＳＦＰ循環冷却一次系停止

最新工程反映

最新工程反映

実績反映

【1号】水素モニタB停止

【1号】水素モニタA停止

追加

【１号】ＳＦＰ一次系停止

【1号】希ガス・水素モニタA停止

追加・実績反映

追加

実績反映

【1号】希ガス・水素モニタA停止

【２号】希ガスモニタA停止

【２号】希ガスモニタB停止

【２号】希ガスモニタA停止

【２号】希ガスモニタB停止

【1号】希ガス・水素モニタB停止

追加

追加
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東京電⼒ホールディングス株式会社

３号機原⼦炉注⽔停⽌試験

2022年6⽉30⽇



１．概要

1

 試験⽬的等
 前回の原⼦炉注⽔停⽌試験（7⽇間停⽌︓2021年4⽉）において、注⽔再開直前まで

PCV⽔位の低下が継続し、PCVからの漏洩が経験⽔位以下にあることを確認。
• デブリ取り出し時の安全確保のためにも漏えい箇所を把握していくことが重要。
• また、将来のデブリ取り出し⼯法の具体化を検討中であるが、燃料デブリの空冷の可否や⽔冷時の

最低注⽔量を⾒極めていくことが重要。
 今後、PCVの耐震健全性確保のため、段階的にPCV⽔位を低下させていく計画。

 以下を⽬的に前回より⻑い期間での注⽔停⽌試験（注⽔停⽌︓最⻑３ヶ⽉）を⾏う。
• PCV⽔位低下途中での漏えい有無の把握（今後の燃料デブリ取り出し関連作業に資する情報の取得）
• ⻑期の注⽔停⽌時の影響確認（温度・ダスト・PCV⽔位変化の知⾒を拡充し、今後の原⼦炉への注⽔に関する運

⽤の検討）
 PCV⽔位がPCV新設温度計/⽔位計下端（TE-16-001/LS-16-001設置⾼さ: T.P8264）を

下回った場合、PCV⽔温の確認ができなくなるため、試験終了して注⽔を再開する。
 試験結果概要
 注⽔停⽌︓2022年6⽉14⽇〜6⽉19⽇。現在、注⽔再開後の推移を確認中（試験中）。

注⽔停⽌︓2022年6⽉14⽇10:30
注⽔再開︓2022年6⽉19⽇15:35（注⽔量1.7m3/h）
注⽔量増加︓2022年6⽉20⽇10:32（0.5m3/h増加︓注⽔量2.2m3/h）

 PCV⽔位は、注⽔停⽌後、概ね⼀定の傾きで低下し、6⽉19⽇にPCV新設温度計/⽔位計
下端を下回ったと判断したことから、注⽔を再開。その後、⽔位の低下は概ねおさまった
ものの、回復傾向がみられないことから、20⽇に注⽔量を増加。

 現在、PCV⽔位はPCV新設温度計/⽔位計下端（T.P8264）以上となり、継続して上昇中。
 RPV底部温度、PCV温度に、⼤きな上昇等はなく推移。⼀部の温度計で低下傾向を確認。
 ダスト濃度等に有意な変動なし
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PCV⽔位の変化

2

 PCV⽔位は、注⽔停⽌後、概ね⼀定の傾きで低下し、6⽉19⽇にPCV新設温度計/⽔位計
下端を下回ったと判断したことから、注⽔を再開。

 その後、⽔位の低下は概ねおさまったものの、回復傾向がみられないことから、20⽇に
注⽔量を増加。

 現在、PCV⽔位はPCV新設温度計/⽔位計下端（T.P8264）以上となり、継続して上昇中。

LS-16-002 約T.P9264

LS-16-001 約T.P8264

PCV底

T.P4044

PCV底部

LS-16-001

LS-16-002

LS-16-003

LS-16-004

TE-16-001

TE-16-002

TE-16-003

TE-16-004

TE-16-005

PCV⽔位(差圧からの評価値)は
40cm程度低めの傾向
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3

PCV温度(新設)の推移
 注⽔停⽌後、PCV温度(新設)は、緩やかに温度上昇。
 6⽉19⽇に温度計TE-16-001の指⽰が低下したことから、PCV⽔位の低下により、温度

計TE-16-001が気相露出したものと判断し、注⽔再開。（従来より液相部に⽐べ、気相
部はやや温度が低い傾向がある。現時点で⽔位計LS-16-001の指⽰に変化なし）

PCV底

T.P4044

PCV底部

LS-16-001

LS-16-002

LS-16-003

LS-16-004

TE-16-001

TE-16-002

TE-16-003

TE-16-004

TE-16-005

TE-16-001
気相露出

TE-16-001
⽔没
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RPV底部温度の推移
 注⽔停⽌後、RPV底部温度は、緩やかに温度上昇。
 TE-2-3-69F1・69F3が、注⽔停⽌中に低下を確認。
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（参考）RPV底部温度の設置位置
 RPV底部温度計

サービス名称 Tag No. No. 設置位置
(T.P)

設置
⽅向

RPV底部ヘッド上部
温度

TE-2-3-69H1 20
約15800

0°
TE-2-3-69H2 21 135°
TE-2-3-69H3 22 270°

スカートジャンクション
上部温度

TE-2-3-69F1 23
約14460

0°
TE-2-3-69F2 24 135°
TE-2-3-69F3 25 270°

シュラウド

TE-2-3-69H1〜H3

TE-2-3-69F1〜F3
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6

PCVガス管理設備 ダスト濃度の推移

 本設ダストモニタの指⽰値に有意な上昇なし。

グラフ表⽰期間において検出限界未満で
あり、検出限界値をプロットしている
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PCVガス管理設備ＨＥＰＡフィルタ上流 ダスト濃度の推移

 連続ダストモニタの指⽰値は、6⽉17⽇頃から若⼲の上昇（β）があるが、⼤きな上昇な
し。
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Ｒ／Ｂ１階 ダスト濃度の推移

 連続ダストモニタの指⽰値に有意な上昇なし。
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9

PCVガス管理設備 フィルタユニット表⾯線量率
 フィルタユニット表⾯線量率に有意な上昇なし。
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【試験結果】
 PCV⽔位は、注⽔停⽌後、概ね⼀定の傾きで低下し、6⽉19⽇にPCV新設温度計/⽔位

計下端を下回ったと判断したことから、注⽔を再開。その後、⽔位の低下は概ねおさ
まったものの、回復傾向がみられないことから、20⽇に注⽔量を増加。

 PCV⽔位はPCV新設温度計/⽔位計下端（T.P8264）以上となり、継続して上昇中。
 PCV⽔位の低下傾向などから、漏えい個所はLS-16-001設置位置（PCV底部から約

4.2m）よりも⽐較的低い位置にあることが推定される。
 RPV底部温度、PCV温度に、⼤きな上昇等はなく推移。⼀部の温度計で低下傾向を確

認。
 ダスト濃度等に有意な上昇はなかった。また、PCVガス管理設備HEPAフィルタ上流

に設置した、連続ダストモニタについても、注⽔再開による上昇等は確認されなかっ
た。

【今後】
 現在、注⽔量2.2m3/hで注⽔しており、PCV⽔位およびプラントパラメータを引き続

き監視していく。また、PCV⽔位の上昇傾向等を踏まえ、注⽔量操作を検討する。
 今回の試験において、漏えい個所はLS-16-001設置位置（PCV底部から約4.2m）に

⽐べ、⽐較的低い位置にあることが推定される。今後、現在よりも低い位置までの計
器設置やPCV⽔位低下に向けた注⽔量低減・停⽌等を検討していく。
（PCV新設温度計／⽔位計は、ペネからPCV内に挿⼊したものであるが、挿⼊途中に⼲渉物（グレーチング等）

があり、⽔中で⼲渉物を回避しながら計器を低い位置まで設置することは困難であった。）

注⽔停⽌試験 まとめ



11

（参考）PCV温度(既設)の推移
 注⽔停⽌中、PCV温度(既設)は、複数の温度計において、低下するなどの傾向を確認。
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（参考）Ｄ／Ｗ圧⼒の推移
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（参考）PCV⽔位の変化（⻑期傾向）
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 3⽉16⽇に発⽣した地震以降、3号機のPCV⽔位は緩やかな低下が継続しており、6⽉1⽇
付近に温度計TE-16-002/⽔位計LS-16-002の設置⾼さを下回ったと考えている。
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（参考）PCV新設温度計の推移
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（参考）採取試料の分析結果 ダスト
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 3号PCVガス管理設備HEPAフィルタ⼊⼝側ダストを採取。

分析
項⽬

半減
期

前々回
試験前

前々回
注⽔停⽌中

前回
試験前

前回
注⽔停⽌中

前回
注⽔再開後

今回
試験前

2020.1.31
採取

2020.2.4
採取

2021.3.23
採取

2021.4.15
採取

2021.4.21
採取

2022.6.10
採取

全α － ND
(<9.8E-09)

ND
(<1.3E-08)

ND
(<8.8E-09) 2.8E-07 2.5E-08 ND

(<1.0E-08)

全β － ND
(<2.7E-07)

ND
(<2.7E-07) 6.2E-07 3.0E-06 1.0E-06 1.3E-06

Cs-134 約2年 ND
(<1.1E-07)

ND
(<1.1E-07)

ND
(<2.5E-07) 1.2E-07 ND

(<2.1E-07) 5.9E-08

Cs-137 約30年 ND
(<9.9E-08) 2.5E-07 1.4E-06 2.7E-06 1.3E-06 2.7E-06

その他
γ核種※1 － ND ND ND ND ND ND

※１ Cr-51、Mn-54、Co-58、Fe-59、Co-60、Ag-110m、Sb-125、I-131、Ce-144、Eu-154、Am-241

（単位︓Bq/cm3)
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分析
項⽬

半減
期

前々回
試験前

前々回
注⽔停⽌中

前回
試験前

前回
注⽔停⽌中

前回
注⽔再開後

今回
試験前

2020.1.31
採取

2020.2.4
採取

2021.3.23
採取

2021.4.15
採取

2021.4.21
採取

2022.6.10
採取

全α － ND
(<7.9E-03)

ND
(<7.9E-03) 1.5E-02 ND

(<1.6E-03)
ND

(<1.6E-03)
ND

(<1.7E-03)

全β － 4.5E+00 4.5E+00 5.2E+01 2.0E+01 2.0E+01 2.1E+01

H-3 約12年 7.0E+02 6.9E+02 3.9E+02 3.4E+02 3.5E+02 3.0E+02

Sr-90 約29年 4.4E+00 4.5E+00 2.5E+00 2.2E+00 2.6E+00 7.6E-01

Cs-134 約2年 2.6E-01 2.7E-01 2.3E+00 8.8E-01 7.0E-01 4.8E-01

Cs-137 約30年 3.8E+00 4.0E+00 5.1E+01 2.0E+01 1.7E+01 1.6E+01

Co-60 約5年 8.2E-03 1.7E-02 3.6E-02 3.6E-03 3.5E-03 4.1E-03

Sb-125 約3年 6.2E-02 1.1E-01 4.0E-01 ND
(<8.7E-02)

ND
(<8.3E-02)

ND
(<8.8E-02)

その他
γ核種※1 － ND ND ND ND ND ND

（単位︓Bq/cm3)

※１ Cr-51、Mn-54、Co-58、Fe-59、Ag-110m、I-131、Ce-144、Eu-154、Am-241

 ３号PCVガス管理設備HEPAフィルタ⼊⼝側凝縮⽔を採取。

（参考）採取試料の分析結果 凝縮⽔
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 RPV底部温度計
サービス名称 Tag No. No.

RPV底部ヘッド上部温度

TE-2-3-69H1 20

TE-2-3-69H2 21

TE-2-3-69H3 22

スカートジャンクション上部温度

TE-2-3-69F1 23

TE-2-3-69F2 24

TE-2-3-69F3 25

 新設温度計
● 監視・評価対象外

 PCV温度計
サービス名称 Tag No. No.

格納容器空調機戻り空気温度 TE-16-114A~E 74~78

格納容器空調機供給空気温度 TE-16-114F#1,
G#1,H#1,J#2,K#1

64,66,68
,71,72

PCV温度 TE-16-001〜005 a〜e

（参考）３号機 温度計配置図（RPV底部温度、PCV温度）

 既設温度計



（１）冷却状態の監視

（２）その他の傾向監視パラメータ
・原⼦炉圧⼒容器上部温度、格納容器圧⼒

（参考）監視パラメータと判断基準

18

監視パラメータ
監視頻度

判断基準 異常時
の対応注⽔停

⽌中
定期注
⽔時※１

（参考）
通常監視

RPV底部温度 毎時 毎時 毎時 65℃以下 注⽔再開
PCV温度 毎時 毎時 ６時間 60℃以下 注⽔再開
原⼦炉への注⽔量 毎時 毎時 毎時 ー ー
PCV⽔位 ６時間 ６時間 ６時間 PCV新設温度計/⽔位計下端

(TE-16-001/LS-16-001)以上 注⽔再開

PCVガス管理設備
ダストモニタ ６時間 毎時 ６時間 有意な上昇が継続しないこと

(参考:放射能⾼ 3.25E-04Bq/cm3) 注⽔再開

PCVガス管理設備
HEPAフィルタ上流
連続ダストモニタ

毎時 毎時 ー 1.0E-03Bq/cm3 監視強化※２

R/B１階北東コーナー
連続ダストモニタ 毎時 毎時 ー 有意な上昇が継続しないこと

(参考:放射能⾼ 5.0E-03Bq/cm3) 注⽔再開

※１ 定期注⽔直前〜定期注⽔終了後６時間
※２ 監視強化(判断基準を超過している期間):6時間→毎時

（PCVガス管理設備ダストモニタ）


